
三
月
十
六
日
（
木
）
に
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
患
者
会
が

集
結
し
、
請
願
が
採
択
さ
れ
る

よ
う
各
政
党
の
国
会
議
員
に
県

別
で
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

陳
情
に
先
立
っ
て
午
前
中
「
腎

疾
患
総
合
対
策
の
早
期
確
立
を

求
め
る
つ
ど
い
」
を
開
催
し
、

意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

国
会
開
催
中
で
も
あ
り
ま
し

た
の
で
こ
の
集
会
へ
の
国
会
議

員
の
参
加
は
、
入
れ
代
わ
り
立

ち
代
わ
り
と
い
っ
た
状
況
で
し

た
。
来
賓
と
し
て
挨
拶
を
行
っ

た
の
は
、
太
田
房
枝
、
福
島
瑞

穂
、
森
裕
子
、
川
田
龍
平
な
ど

の
参
議
院
議
員
の
方
々
で
、
厚

生
労
働
委
員
会
で
の
経
験
や
親

族
の
透
析
生
活
を
見
て
の
経
験

な
ど
か
ら
透
析
患
者
の
苦
労
は
、

理
解
で
き
る
の
で
請
願
が
採
択

さ
れ
る
よ
う
頑
張
る
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
余
談
に
な
り
ま
す
が
、

十
一
時
ご
ろ
来
賓
挨
拶
を
し
た

福
島
、
森
両
議
員
が
午
後
に
は

今
話
題
の
森
友
学
園
理
事
長
の

大
阪
の
自
宅
を
訪
問
し
て
い
た

こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
で
見
て
、
集

会
で
の
慌
た
だ
し
い
様
子
が
納

得
で
き
ま
し
た
。

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
は
十

七
人
の
衆
参
議
員
へ
の
個
別
の

陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
本
部
の
陳
情

議
員
は
次
の
通
り
で
す
。

「
名
古
屋
本
部
」

熊
田
裕
通
衆
議
院
議
員

自

新
妻
秀
規
参
議
院
議
員

公

片
山
さ
つ
き
参
議
院
議
員

自

池
田
佳
隆
衆
議
院
議
員

自

工
藤
彰
三
衆
議
院
議
員

自

神
田
憲
次
衆
議
院
議
員

自

伊
藤

渉
衆
議
院
議
員

自

「
尾
張
本
部
・
西
尾
張
本
部
」

里
見
隆
治
参
議
院
議
員

公

長
坂
康
正
衆
議
院
議
員

自

岡
本
充
功
衆
議
院
議
員

民

「
東
尾
張
本
部
」

薬
師
寺
道
代
参
議
院
議
員
無

酒
井
庸
行
参
議
院
議
員

自

「
西
三
河
本
部
」

八
木
哲
也
衆
議
院
議
員

自

青
山
周
平
衆
議
院
議
員

自

大
見

正
衆
議
院
議
員

自

「
東
三
河
本
部
」

今
枝
総
一
郎
衆
議
院
議
員

自

太
田
房
枝
参
議
院
議
員

自

以
上
の
十
七
人
の
方
々
の
議
員

会
館
内
の
各
事
務
所
へ
皆
さ
ん

に
集
め
て
頂
い
た
署
名
を
持
っ

て
直
接
訪
問
し
ま
し
た
。

議
員
ご
本
人
に
会
え
た
場
合
も

あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
は
秘
書

の
方
に
取
次
ぎ
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
一
斉
行
動
は
第
四
十

六
次
を
数
え
、
歴
史
の
重
み
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
が
、
請
願

内
容
も
初
期
と
は
年
々
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。

重
点
項
目
は
、
透
析
患
者
が

ま
す
ま
す
高
齢
化
す
る
こ
と
が

顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
院

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
要
介
護
透
析
患
者
へ
の
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
の

必
要
性
を
求
め
ま
し
た
。

朝
早
く
名
古
屋
を
出
発
し
、

日
帰
り
で
戻
る
日
程
で
し
た
が
、

正
直
疲
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

四
十
六
年
前
、
全
腎
協
立
ち
上

げ
の
頃
の
「
誰
で
も
等
し
く
透

析
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」

こ
と
を
熱
望
し
命
を
削
り
な
が

ら
戦
っ
て
こ
ら
れ
た
先
輩
た
ち

の
ご
苦
労
に
比
べ
れ
ば
大
し
た

こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
一
日
で
し
た
。

東 尾 張 本 部 発 行
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透

析

患

者

を

取

り

巻

く

実

態

が

ど

う

な

っ

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

。

愛

知

県

と

全

国

の

調
査
結
果
と
比
較
し
な
が
ら
記

し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
愛
知

県
の
調
査
は
、
平
成
二
十
七
年

度
末
の
愛
知
腎
臓
財
団
に
よ
る

報
告
か
ら
、
全
国
は
厚
生
労
働

省
「
人
口
動
態
調
査
」
に
基
づ

い
て
い
ま
す
。

透
析
患
者
数

全
国
で
三
十
二
万
四
千
九
百

八
十
六
人

愛
知
県
一
万
七
千
八
百
人
（
男

子
：
一
万
一
千
四
百
六
十
人
、

女
子
：
六
千
三
百
四
十
人
）
東

京
・
大
阪
・
神
奈
川
に
次
い
で

第
四
位
の
患
者
数

透
析
導
入
年
齢

全
国
：
平
均
年
齢

・

歳

69

2

※
糖
尿
病
性
腎
症

・

歳

67

29

慢
性
糸
球
体
腎
炎

・

歳

68

77

腎
硬
化
症

・

歳

75

33

透
析
導
入
患
者
の
原
疾
患

１

糖
尿
病
性
腎
症

全
国
：

・

％

43

7

愛
知
：

％
34

２

慢
性
糸
球
体
腎
炎

全
国
：

・

％

16

9

愛
知
：

％
33

３

腎
硬
化
症

全
国
：

・

％

14

2

愛
知
：

％
11

※
二
〇
一
〇
年
ま
で
は
、

慢

性
糸
球
体
腎
炎
が
１
位
、
糖
尿

病
性
腎
症
が
２
位
、
腎
硬
化
症

が
３
位
で
し
た
が
、
糖
尿
病
性

腎
症
と
慢
性
糸
球
体
腎
炎
が
逆

転
し
、
そ
の
後
ず
っ
と

現
在
の

順
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
傾
向

と
し
て
は
、
糖
尿
病
性
腎
症
が

増
加
、

慢
性
糸
球
体
腎
炎
は
減

少
、
腎
硬
化
症
は
微
増
に
あ
り

ま
す
。

透
析
患
者
の
死
亡
原
因

全
国

１

心
不
全
：

％
26

２

感
染
症
：

％
22

３

悪
性
腫
瘍
：

％
9

愛
知

１

心
不
全
：

％
21

２

感
染
症
：

％
16

３

悪
性
腫
瘍
：

％
8

※
全
国
的
に
見
て
、
心
不
全
は

少
し
ず
つ
減
少
傾
向
に
あ
る
と

い
う
も
の
の
横
ば
い
、
感
染
症

が
一
貫
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

日
本
人
全
体
の
死
亡
原
因

１

悪
性
腫
瘍
：

・

％

28

7

２

心
疾
患
：

・

％

15

8

３

肺
炎
：

・

％

9

9

透
析
患
者
の
粗
死
亡
率

透
析
導
入
の
平
均
年
齢
が
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
や
糖
尿
病
性

腎
症
、
腎
硬
化
症
の
増
加
な
ど

予
後
不
良
な
患
者
の
導
入
が
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
粗
死

亡
率
は
、
年
々
悪
化
傾
向
に
あ

り

・

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

9

6

導
入
後
の
生
存
率

１
年
：

％

５
年
：

％

89

60

年
：

％

年
：

％

10

36

15

23

年
：

％

年
：

％

20

15

25

12

年
：
９
％

30１
年
後
と
５
年
後
の
生
存
率
は

一
貫
し
て
改
善
傾
向
に
あ
り
、

年
以
降
の
期
間
で
は
少
し
ず

10つ
悪
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

最
長
透
析
期
間
は

年

ヶ

47

6

月
で
す
。

こ
れ
ら
統
計
の
調
査
結
果
か

ら
今
後
の
愛
腎
協
が
取
り
組
む

べ
き
課
題
が
見
え
て
き
ま
す
。

患
者
の
皆
さ
ん
も
日
日
の
生
活

で
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

点
を
ご
自
分
で
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

この１年を振り返って 東尾張本部長 小出 優

前本部長の浦西康夫さんから引き継いで一年が過ぎ

ようとしています。浦西さんは残念ながら昨年８月に

お亡くなりになりました。それまでのご功績に対して、

心より感謝申し上げるとともに、ご冥福お祈りいたし

ます。

さて、本部長をさせて頂き感じたことは、いかに

何も知らなかったかということです。愛腎協の活動が

本当に多岐にわたっていることを目の当たりにして驚

きばかりでした。私の役目として、できる限り会員の

皆さんへ情報提供をすることと心得て、「いきいき通

信」を発行してきました。まだ十分にお伝えきってい

ないと考えていますので心して発行していきます。

愛腎協の会費は、全国で最も会費が安いです。それ

でも愛知県は透析患者にとって他県に比べ最も恵まれ

ています。恩恵が何もせずに生まれたものではないこ

と、今後も当たり前に続くわけではないことを一人一

人の患者の皆さんに思い起こしていただきたいので

す。多くの患者の声をお一人お一人のよりよい透析ラ

イフのために結集して、大きな力にしましょう。
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